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平成３０年度 放課後児童クラブ 「秋津」事業報告       
  
 湖西市での「湖西市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例」に定められた基準
の中で、秋津独自の特徴（市内全地域の児童の迎え、休日保育、開所時間、給食提供等）を活かしながら、実
施しています。 
 今年の利用者希望は、毎日利用９２人、長期休暇のみ２２人 計１１４人（昨年より８名増）でスタートし
ました。徐々に、４年生の部活動が始まり、毎日利用していた子どもが、長期利用に変更になったり、脱退な
どで人数が減って３月には、６６名までになりました。 
 今まで１つ施設分の委託金をもらっていました。子どもの人数増加に伴い、２階だけを利用していましたが、
学年ごとに１階の地域活動室も利用する事にして、「赤とんぼ」と「銀やんま」として、２つ施設分の委託金
がはいり、昨年度より増額になりました。ですが、補助員の関係や、迎えの時間差の関係で実際のところ、 
夏休み期間から、横となりのホールを利用したり、１階の地域活動室の使用したりと大勢の中で環境に留意し
ながら行っています。今後も、支援員等と検討し、子どもの環境等について検討していきたいと思います。 
  
＜放課後児童クラブ 秋津 （あきつ） の目標＞ 
「自分から考えて行動できる子ども」 
「気持ちの良いあいさつができる子ども」 
 
【事故報告】 唇出血打撲室内１名  転倒打撲園庭１名  頭打撲遊具１名 
 
法人事業計画の概要・方針 

 
重点目標 

 
取り組み内容 

 
事業報告 

 
１．保育サービス質の 
  向上 
  
 
 
  タイムリーな情報発信 
 
 
 
 
 
  保育環境の整備 
       
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①一人ひとりの児童を
 理解、自主性を育て 
る。   
 
 
 
②社会性を身につけ、 
仲間意識を身につけ 
る。 
   
 相談できる場所や人
 をつくる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●支援員の役割分担と意識の向上 
・結果だけ考えるのではなく、保育
 の過程を大切にしながら、実践や
 子どもの記録の方法を検討する。 
・子どもの思いに耳を傾け、子ども
 の姿を読み取る方法を学び合う。 
・非常勤職員（児童厚生員）を中心
 に学習、遊びのメリハリをつけて
 いく。 
●放課後児童クラブの意味、目的を
 職員が理解し、利用者にも伝えて
 いく。 
・丁寧な説明と心配りをする。 
・会議の充実をはかる。 
・職員会議や保護者への説明を計画
 性に行う。 
●給食の提供（保育園との連携） 
・園児との交流   
 長期期間等を利用し、園児と交流 
 一緒に遊び子ども同士の中からル
 ールを覚えたり、流しそうめんを
 したり遊びを通して楽しむ。 
●学校の様子の情報を得る。 
●湖西市子育て支援センター（学童
 担当）と連携を図る。他の学童と
 の情報交換会議 

 
◆宿題、外遊び等 
  生活の流れを少
 人数で行う。 
 
◆日誌の個人記録
 の記入をする。 
 
 
◆毎週火曜日学童
 会議の実施 
  伝達、確認 
 
・支援員が、子ど 
もが暴れたり 
 罵声をあびたり
 配慮の必要な 
児童の対応に迷う。 
 
 
◆給食提供 
 お弁当の選択制 
 
 
・他学童クラブと 
の情報交換 
 

 
２．職員の確保・ 
  人材育成 
  
 
  
 
 
 
 保護者への積極的な 
 子育て支援 
  
  
 

 
③職員一人ひとりが意
 識をして、働きやす 
い職場環境を目指  
す。  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・子どもの姿を伝え合い、保護者と
 コミニュケーションをはかり、信
 頼関係を築く。 
・園行事に参加する。 
・長期休暇等で、社会体験を行う。 
・公共のルールマナーを体験する。 
・保護者に様子を随時伝えていく。 
 
★相談しやすい姿勢、環境をつくる 
・研修参加（支援員認定資格研修育
 成研修）  
・研修の学びを活かす。 
 

 
◆補助員職員研修 
 救急法と発達に
 ついて実施  
 
◆職員１名退職 
  ７名→６名 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．地域への貢献  
  
 
 
 

 
④防災安全確認を行 
 う。 
 
 
 

 
●防災安全マップ作成 
●光湖苑との交流  
・プチボランティア  
・パンフレットの作成 
 

◆起震車体験を行
 う。 
・園児のお世話、 
お手伝いに参加 
する。 
 

 


